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ノリの人工培養に好適した優良品種の選れ

寺本賢一郎*・木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHiTA: On the selection of 

excellent forms of Porphyra suitable for the artificial culture. 

ノリ養殖において，優良品種の育成は生産性を向上させる重要な課題である。

須藤 2)4)はアマノリ属の種間および問題の地方品種間で人工交雑を行なったが，これ

によって優良品種が得られる可能性はかなり仮く，天然での交雑や突然変異によって生じ

た優良品種を選沢するのが，むしろ実際的であると報告している。

優良品種の分離育種に関しては，昭和37年度から適地適種浅海増殖指定研究の一環と

して行なわれ，人工培養での出較試験例3)も報告されている。

本報はノリの人工培養に好適した優良品種を選沢する目的で，国内各地の54品種を培

養し，生長を比較したものである。

本文に入るに先立って，ノリ糸状体の分与を賜わった東海区，花海道区水産研究所，

および鹿児島，山口，広島，岡山，兵庫，愛知，静岡，神奈川，千葉，宮城，岩手の各県

水産試験所の方々に感謝の意を表します。

*協和醗酵工業株式会社東京研究所(東京都町田市旭町3-6-6)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVII， No.2， 70ー 75，Aug. 1969 
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材料および方法

アサクサノリ28品種，スサピノリ 12品種，ウタスツノリ 2品種，ツクシアマノリ 2品

種マノレパアマノリ 2品種，ウツプノレイノリ 6品種，チジマクロノリ 2品種の糸状体貝殻を

材料とした。品種は産地名で表示し，同産地でも入手の経路や年次の異なるものは別の品

種として扱った。

糸状体は遮光 (1.000-2.000lux)の屡外で垂下培養し充分に生長させたのち，水温

280Gの惇lに移して3ヶ月，蛍光灯 (1.000lux)を毎日 8時間ずつ照明し，胞子獲を形成

させた。

糸状体から放出された胞子は，ナイロン撚糸に着生させ，40lの人工海水中に定置し

て，水温16-180Cで通気しつつ幼芽に生長させた。長さ 0.5-2cmの幼芽は糸からはずし

て.50， 75または100lの人工海水に浮遊させ，水温 n-130Cで炭酸カeス0.1-0.15%を含

む空気(暗期は空気だけ)を通入して撹詳しつつ成業体に生長させた。

光源には天然色蛍光水銀ランプを用いて照度5.5oo-8.500l，はとし，幼芽期，葉体期

ともに毎日 8時間ずつ照明した。人工海水は既報(藻類， Vol. XVII. No. 1)の組成で，

比重1.020，pH 8.0である。

塙養中は7日ごとに海水を更新した。成熟した葉体は，すりつぶして大理石板 (6x6

x 1cm)に果胞子付けし，次代の糸状体を得た。

胞子の形成・放出，幼芽・葉体の生育，果胞子の形成，糸状体生育などの諸条件は，

ノリの種や品種によって相違する乙とが予想されたが，本報ではすべての品種に対して上

記のような一定の磨養条件を適用した。設定された培養条件に好適した品種を探索するた

めであり，選沢の基準としては生長速度を重視した。

結果および考繋

糸状体から放出された胞子を成葉体まで嬬養し，その生長速度を比較した。表1はそ

の結果である。図1には3品種の生長経過を示す。糸状体は2代目のものを用いたが，こ

れは混在する他品種を分離するとともに母藻に由来する栄養生理上の影響を除くためであ

る。

生長速度は， 30-51日目 (3週間)の葉体について，次式によって求めた。

Iog WdW1=T. Iog (1+Rj100) 

W1は30日目， W2は51日呂の葉体重量(gwet)， Tはその日数 (21days)，Rは生長速度

(%jday)である。

30日以前の幼芽期は，多くの品種でほぼ同様にはやく生長したが， 30日以後，成熟開

始までの葉体期の生長では品種ごとに顕著な差異が認められた。戚熟開始の時期は50目前

後から60目前後まで品種によって差があり，それ以後の生長速度は急激に値下した。した

がって，各品種に共通な30-51日の生長旺盛な期間について生長速度の比較を行なった。
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表1 ノリの品種による生長の差異

品 種 |生長速度*1生育期間柿|備 考料*

アサクサノリ・愛知
962/9.d6 ay d5a0 ys 

// -宮城(万石浦) 26.5 50 2) 

// -福島(松JII浦) 25.8 55 3) 

// -広島(水呑) 23.9 55 4) 

。 -和歌山(和歌浦) 20.5 55 め
4ア -熊本(玉名) 20.5 60 6) 

スサピノリ・千葉(検見JII) 22.0 55 2) 

。 . 。(浦安) 21.1 60 η 
// . グ(千葉) 20.5 60 8) 

ウタスツノリ・ ~IJ海道 13.0 55 1) 

ツクシアマノリ・鹿児島(喜界島) 13.1 55 9) 

マルパアマノリ・廊見烏 10.1 60 

* 30-51日の葉体の生長速度
紳 成熟開始までのおよその期間
紳* 入手先と年月日:1).広島水誠 (Aug.27， 1965) 2).千葉水試 (Aug.
7，196め 3).同前(J飢.25， 1962) 4).愛知水試 (Aug.30， 1962) 
5) .同前(Jul.10， 1964) 6).荒尾市漁家(Jun.2， 1965) 7).浦安町
漁家 (Feb.5， 1964) 8).千葉市漁家 (J釦.25， 1962) 9).魔児島水試
(Aug. 23， 1965) 
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図1 ノリの品種による生

長の差異

A:アサクサノリ・愛知

F: グ ・福島
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試験した54品種のうち，生長速度 20%/day以上の成績を示したものは，アサクサノ

リ6品種，スサピノリ 3品種である。それぞれ供試した品種数の14ないし%に相当する比

率であった。ウタスツノリ，ツクジアマノリ，マノレパアマノリなどの生長は，幼芽期には

アサクサノリやスサピノリと同程度であるが，葉体期になってから著しく低下し10-13%

/dayの生長速度にとどまった。

チシマクロノリは，糸状体からの胞子放出がなかった。ウッフ。ノレイノリでは島根産の

一品種(千葉水試より， Aug. 7， 1965入手〉が生長速度 26.5%/day，生育期間60日の好

成績を示したが，果胞子形成がみられず2代目糸状体は得られなかった。

人工培養条件で継代が可能であり，生長良好な成績を示した品種は，アサクサノリお

よびスサピノリに属するものであった。とくにアサクサノリでは，愛知産，宮城産，福島

産，広島産の4品種が，24-30%/dayの著しく高い生長速度を示した。このほか岡山水試

No.14品種(アサクサノリ?， May 25， 1963入手)も生長速度23.9%/day，生育期間

55日を示し，上記に近い成績であった。乾ノリの品質は，愛知産と宮城産は党沢に乏しく

不良であったが，福島産と広島産は先沢・色調・触感・旨味・香気などの点で極めて優れ

ていた。

広島産アサクサノリについて，生長のはやい個体を選沢しつつ4代目まで継代した。

2-4代目の糸状体から放出された胞子を成業体まで培養したときの生長経過を図2に示

す。各代における30-51日の生長速度および生育期間は次のようであった。

2吋 generation 23.9%/day 55 days 

3rd ィク 27.2 // 55 グ

4th グ 30.5 ク 50 // 

g 
2000・. 

図2 継代選択による生長
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乾ノリの品質は各代とも同じであった。継代によって生長速度は顕著に向上したが，

生育期聞は短縮される傾向を示した。類似の傾向はアサクサノリの品種相互間でも認めら

れ，生長のはやい品種ほど生育期聞が短かかった。

継代による生長速度の向上は，広島産以外の他の品種では余り顕著でなく，例えば福

島産品種では継代しでも生長速度は 26%/d.りのまま変らなかった。純系になっているた

めと考えられる。

スサピノリは継代ごとに生長速度が低下したが，これは培養条件の不適合に起因する

らしい。アサクサノリは養殖ノリとしての歴史が古く，現在の養殖法に適した優良品種の

選択が無意識的にかなり進んでいると考えられている(須藤 1)。本実験では，設定した

人工培養条件がとくにアサクサノリに好適していることとも関連して，アサクサノリに属

する多くの品種が優良品種として選出される結果になったと推察される。

Summary 

An attempt was made to select excellent forms of Porthyra suitable for the 

artificial culture. 

The growth rate was compared on each 30-51 days old fronds of the following 54 

forms belonging to P. tenera， P. yezcensis， P. kinositai， P. cristata， P. subcrbiculata， 

P. tseudolinearis and P. umbilicalis. 

Cultures of P. tenera from Aichi， Miyagi， Fukushima and Hiroshima grew rapidly 

at the rate of 24-30% per day. Particu¥ar¥y the cli!tures from Fukushima and Hirosh. 

ima showed superior qualities for the dried ¥aver product. 

Growth of the culture from Hiroshima advanced in the rate from 24 to 30% per 

day， through the subsequent two generations. On the other hand， growth of the cu¥ture 

from Fukushima remained a constant rate of 26% per day through successive generations. 
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